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幣　　種 流通地域 紙幣の性質 発行銀行
奉天票（匯兌券） 奉天省 上海両為替兌換紙幣 東三省官銀号など
現大洋票 奉天省 大洋兌換紙幣 東三省官銀号など（1929年から発行開
始）
哈爾濱大洋票 哈爾濱 大洋兌換紙幣 辺業銀行，中国銀行，交通銀行，東三
省銀行（1920〜24年），東三省官銀号
黒龍江官帖 黒龍江省 不換紙幣 黒龍江広信公司
吉林官帖 吉林省 不換紙幣 吉林永衡官銀銭号
鈔票 大連，満鉄付属地 上海両為替兌換紙幣 横浜正金銀行大連支店・日本の植民地
銀行




























































































































































































































































































































































































































































































匯申市場 钞票（100銀円） 上海両 民営 大連 不明 無し 現物
奉天取引所 金票（100金円） 奉天票 関東庁
官営































取引所名 設立時期 取引物件 決済通貨 取引様式 備考
奉天城内交易保証所 1920.1 金票 奉天票 先物現物 1924年閉鎖
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日本 中国 日本 中国 合計
24上 17 3 1,105 314 1,419
24下 34 10 98,517 30,063 128,580
25上 43 14 240,117 71,703 311,820
25下 30 16 247,797 142,773 390,570
26上 25 21 250,025 255,620 505,645
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民 銀 行 総 行 参 事 室 1986,845,847; 外 務 省
1985,618］。
（注６）1925年10月東三省官銀号は上海，天津，
北京支店の業務を一時停止した［満鉄庶務部調
査課・南郷 1926,180］。
（注７）奉天軍閥に属していた鮑貴卿は1917年
8月に黒龍江省の督軍兼省長となり，このことに
よって黒龍江省は奉天軍閥の勢力下に入った。
吉林省の督軍孟恩遠は1919年に敵対勢力であっ
た奉天軍閥に駆逐された。
（注８）辺業銀行は1920年９月に北京で設立さ
れ，第2次直奉戦争の後，張作霖に買収された。
奉天軍閥は1925年4月に辺業銀行を改組して，そ
の指導権を掌握し，1926年6月に本店を奉天に移
した。辺業銀行の資本金は2000万元大洋で，525
万元の払込資本金はほとんど張作霖一族の出資
であったが，その資金の実態は東三省官銀号か
らの借り入れといわれている。辺業銀行は改組
された後，哈爾濱大洋票の発行権を獲得した
［呉・尚・楊・王 1992,33-6］。
（注９）伊藤・荻原・藤井編（1969,750-2）を
参照。
（注10）金票で表示した英トン当たりの大豆価
格は，1923年108円，1924年122円，1925年154円
であった［満鉄経済調査会 1935,582-7］。
（注11）欧州8カ国の1925〜29年の大豆消費量
は，1925年69万6000トン，26年66万3000トン，
27年93万9000トン，28年141万6000トン，29年
167万 8000トンであった［満鉄経済調査会 
1935,602］。
（注12）穀物の総収穫高，大豆，高粱，粟の作
付面積と収穫高の上昇は満鉄経済調査会
（1934,25,30，36,43）を参照。労働力と輸出入総
額の増大は満鉄経済調査会（1934,14,175）を参
照。輸移出入の超過は金子（1991,314）を参照。
（注13）横浜正金銀行調査課・公門（1925,49）
を参照。しかし，実際には大洋兌換紙幣の発行
は1929年6月まで実現しなかった。
（注14）重要物産ともいい，取引所に上場した
大豆，高粱などの輸出向けの商品農産物および
豆油，豆粕など加工品を指す。
（注15）大連取引所の機能と実態については塚
瀬（1999）を参照されたい。
（注16）奉天交易保証所則例，章程については
満鉄社長室調査課（1922,128-34）を参照。奉天
城内貨幣交易場関係章程については満鉄庶務部
調査課・南郷（1926,303）を参照。
（注17）大連，奉天，公主嶺，四平街取引所の
取引高は満鉄庶務部調査課・斉藤（1928, 付録
44-59）を参照。
（注18）濱江証券糧食交易所の大豆取引高は満
鉄哈爾濱事務所調査課（1926,61-2）を参照。
（注19）満鉄庶務部調査課・斉藤（1929）は関
東庁の取引所の民営化をめぐる論争を述べてい
た。
（注20）上海為替投機業者のうち，金業交易所
の取引人の資格をもつ一団が金業交易所所属仲
買人と呼ばれていた［三井銀行上海支店 
1926,18-9］。
（注21）上海為替投機業者のうち，取引の特徴
1920 年代後半東三省における「奉天票問題」と奉天軍閥の通貨政策の転換
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奉天交易保証所の取引高に関する時系列の数値
は得られなかったが，1920年12月の取引高に関
する調査によれば，金票為替の１日平均取引高
は200万円で，6月，7月の決済期には1日700万円
に達したこともあった［満鉄社長室調査課 
1922,132-34］。1922年の金票為替の年間取引高は
4億5000万円余であった［奉天総商会档案（JC14）
案巻番号9284］。奉天取引所の不振を考えれば，
奉天においては，貿易決済に必要な金票為替は
ほとんど奉天交易保証所で取引されていたと考
えられる。
（注29）開原取引所における奉天票の対金票と
対鈔票の相場は，横浜正金銀行頭取席調査課
（1928,34）「開原市中金銀及主要特産物相場各月
最高最低平均表」を参照。
（注30）場外取引は関東庁取引所規則の31条に
違反するものであった［満鉄社長室調査課・中
根 1922,9］。奉天取引所が場外取引を受け付け
ていた実態については関東庁奉天取引所
（1926,9）を参照。
（注31）解合は，売買両者が取引所の仲介で値
段を合意したうえで行った変則的な転売買い戻
しである［横山 1926,147-8］。
（注32）奉天取引所信託会社の投機参与および
奉天取引所における取引の混乱については，満
鉄調査課（1925），関東庁奉天取引所（1926,9-
10）が詳しい。奉天取引所信託会社1925年上期
の収益は設立以来最大の赤字を計上した［満鉄
庶務部調査課・斉藤 1928, 附録32］。
（注33）奉天省長公署档案（JC10）案巻番号
1910には，朝鮮銀行が投機に参与したという奉
天軍閥の懐疑を記している。朝鮮銀行が投機に
関与したことについては，それを記録した史料
が見当たらないが，奉天取引所信託会社は1926
年の下半期に再び投機に関わったと思われる。
なぜなら，1926年下期の実績をみてみると，奉
天取引所の取引高が減少したにもかかわらず，
奉天取引所信託会社の「其の他の収入」は，過
去最高であった1926年上半期の約7500円の40倍
近くにあたる28万円という史上最高の金額を計
上したからである［満鉄庶務部調査課・斉藤
および所属によって分類することができない業
者は一括してマバラ筋と呼ばれた［三井銀行上
海支店 1926,21-2］。
（注22）奉天総商会档案（JC14）案巻番号9284
には，奉天交易保証所における1922年の取引高
があり，3月の取引高が一番多かった。ここでい
う大手筋と有力金融業者は取引高が100万以上の
ものである。奉天総商会档案（JC14）案巻番号
6603，遼寧省档案館（1990，第4巻467）には，
1924年に奉天金融維持会の調査員となった有力
金融業者の名簿がある。
（注23）天合盛はもともと本店を公主嶺に置い
ていたが，1926年の時点で営業の重点を長春に
移した［奉天省長公署档案（JC10）案巻番号
5615］。功成玉の本店は吉林市にあった［東北三
省中国経済史学会・撫順市社会科学研究所編
1987,329］。益発合は長春を中心に活動してい
た［車・張・馬 1991，第4輯61］。
（注24）濱江貨幣交易所の大手として，天合盛，
益発合，功成玉，敦昌，宝隆和，永衡通，広信
昇，徳源厚，天増長，合生東が取り上げられた
［満鉄庶務部調査課・南郷 1929,26；横浜正金銀
行調査課 1926,19,22-3］。
（注25）この現象の原因については，安冨
（1991）と柴田（1999）が異なる視角から類推を
行って見解を対立させている。安冨（1991）は
朝鮮銀行の過剰発行による金票の事実上の減価
と日本円との等価リンクという政策，すなわち
東三省における日本の植民地金融政策の矛盾に
原因を求めるのに対して，柴田（1999）は大連，
上海，日本間の貿易収支の構造に注目している。
（注26）奉天省長公署档案（JC10）案巻番号
5579の中に，「大連商人奉天筋」の世合公が日本
にも活動拠点をもっていたという記録が残され
ている。
（注27）裁定取引の手順については，満鉄庶務
部調査課・南郷（1926,189）を参照。 
（注28）奉天取引所の取引高は1920年の2億
5000万円から減少し，1921年1100万円，1922年
2870万円，1923年1100万円となった［満鉄庶務
部調査課・斉藤 1928, 付録其3,49］。その一方，
28
1928, 附録32］。
（注34）公債政策は1927年半ば頃に徹底的に放
棄された［奉天省長公署档案 JC10 案巻番号
10123］。
（注35）陳度（1932, 幣制1425）に収められて
いる論文（徐青甫「虚糧本位制」）は，農業経済
のもとで貨幣の本位を農産物におくことの合理
性を主張していた。
（注36）特産買い占めと相場のつり上げを行い，
独占した金銀為替を市場並みの高い公定相場で
供給するという奉天軍閥の為替政策は，第2次世
界大戦前のアルゼンチンの二重為替レートの政
策によく似ていた。アルゼンチンは，国際収支
を改善するために，輸出農産物に適用する為替
相場を据え置き，輸入工業製品に適用する為替
相場を切り下げた。また政府は安く得られた外
貨を輸入業者に高く売り，この収入で農業補助
金を賄った［高垣・山口・田中 1966,460］。
（注37）奉天票，哈爾濱大洋票の流通高につい
ては，満鉄経済調査会（1932a,4-5,14）を参照。
黒龍江官帖・金票相場，吉林官帖・金票の相場
については，満鉄経済調査会（1932b, 17, 20）を
参照。黒龍江官帖と吉林官帖の流通高は1927年6
月以後の数値しか得られないが，1928年末まで
大きな増大はみられない［満鉄経済調査会・南
郷1935,20-1,24-5］。
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